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北東アジアゲートウェイ「境港」への重点配分及び 

「鳥取港」の機能強化について 
 

《提案・要望の内容》 

○国土強靭化を推進する日本海国土軸の形成と地方創生を実現するため、境港ふ頭再編

改良事業〔竹内南地区貨客船ターミナル整備〕への重点配分及び鳥取港の機能強化へ

の支援を行うこと。 
 
〔境 港〕 

・山陰地方の国内海上輸送の効率化や大型クルーズ船の寄港増、大型化に対応するた

め整備中の竹内南地区貨客船ターミナルの平成３２年春供用開始に必要な予算を配

分すること。 
 
〔鳥取港〕 

・長期構想策定及び港湾計画改訂に取り組むとともに、港内静穏度不足及び航路埋そ

くの課題解決に向けた取組みを進めているが、対策には非常に高度な技術を必要と

することから県と一体となって国も対応すること。 

 

〔境 港〕 
 ＜２０１７ポート・オブ・ザ・イヤー受賞＞ 

水木しげるロード、大漁祭りなど“みなと”を中心とした賑わいづくりやクルーズ船寄港時

の「おもてなし」、国際交流拡大など官民一体となった取組みを評価 

 

 【竹内南地区貨客船ターミナル整備事業】 

 （事業概要） 岸壁（-10）280m、旅客上屋１棟、ふ頭用地8.3ha 

        直轄事業：地盤改良、ケーソン製作・据付、上部工（エプロン・舗装） 

        境港管理組合事業：旅客上屋１棟、ふ頭用地8.3ha  
 

 （進捗状況） 平成３０年度迄：地盤改良、ケーソン製作（全16函）完了 

        平成３１年度 ：ケーソン据付、上部工 

        平成３２年春供用開始見込み 
 

背景① 内航 RORO 船定期航路化による日本海側海上輸送網ミッシングリンクの解消 

・平成27年度：産学金官による「境港流通プラットホーム協議会」設立。 

・平成28年度～：既存航路を活用（延伸）した内航RORO船による試験輸送実施。 

・平成30年度： 6月 25日第 1回実施、7月 23日第 2回予定、以降月1回程度。（調

整中） 

※定期航路化に向け山陽方面へのポートセールス強化、環日本海定期貨客船（DBSク

ルーズフェリー）と繋ぐ新たな物流ルートの創設など貨物の掘り起しと陸上輸送

体制の強化に取組み中。 
 

背景② クルーズ船受入施設の不足 

・平成29年：クルーズ船寄港回数61回、旅客6.7万人（3年連続過去最高更新） 

・平成30年：大型クルーズ船（8万 t以上）寄港回数16回（昨年の２倍） 

※貨物船との利用調整に努めるも、調整が整わず昨年は「お断り」が10回程度発し

ており、クルーズ船の受入は限界状態。 
 

⇒これらの課題解決には竹内南地区貨客船ターミナルの早期供用開始が必要 



〔鳥取港〕 
＜圏域の拡大と物流の効率化に期待が高まる鳥取港＞ 

・背後の高速交通網の整備が進む中、平成27年 10月隣県からも集荷した原木が中国向けに

輸出開始されるなど鳥取港の圏域が拡大中。 

・地元企業のバイオマスボイラー導入により、平成28年 10月から PKS輸入が開始されてお

り物流の効率化に期待が高まっている。 
 
課題① 港内静穏度不足が地域産業に影響 

・年間をとおした港内静穏度が規定を満たしておらず、特に冬場は他港に荷揚げす

る貨物船もあり、陸送経費が上乗せとなるロスが発生。 

・平成 29 年台風 21 号では係留中の沖合底引網漁船が大きく動揺し、船舶・岸壁に

損傷が発生し、地域の主要産業である水産業にも影響。 
 
課題② 航路埋そくによる入港制限により企業活動に支障が発生 

・毎年、冬季風浪、異常気象で航路が埋そく。（年間浚渫経費8千万円以上） 

・平成29年台風 18号、21号ではメイン航路に約15万 が堆積し入港制限が発生。 

・被災直後から浚渫を実施するも水深が確保できず、輸入予定の PKS を他港に約 5

千 t 陸揚する喫水調整が必要となり、他港に陸揚げした約 5 千 t を陸路で鳥取に

輸送するロスが発生。 

※早急な航路埋そく解消に向け取り組んだ結果、今年４月には航路を復旧し６月 

上旬 PKS輸入が再開されるが、抜本的対策には、長周期波の解析や一級河川千代

川からの流砂や日本海沿岸の漂砂の影響評価が必要であり、県だけでは対策に限

界がある。 

 

⇒これらの課題解決には国と県の一体的な取組みが必要 
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ワ

ー
（

43
m

）

H2
9.

3.
17

日
本

海
新

聞

温
泉

施
設

連
携



鳥
取

港
の

機
能

強
化

①

毎
年

、
冬

季
～

春
季

に
か

け
て

港
口

に
砂

が
堆

積
。

航
路

水
深

確
保

に
多

額
の

浚
渫

経
費

が
必

要
。

※
平

成
２

２
～

２
９

年
度

の
平

均
値

産
学

金
官

で
構

成
す

る
鳥

取
港

利
用

促
進

検
討

会
に

お
い

て
も

、
利

用
者

か
ら

冬
季

の
貨

物
船

入
港

が
で

き
ず

改
善

を
求

め
る

意
見

あ
り

。

ま
た

、
異

常
気

象
に

よ
る

堆
積

に
よ

り
、

急
遽

、
入

港
制

限
が

発
生

。

さ
ら

に
、

港
内

へ
の

流
木

等
の

流
入

に
よ

り
港

湾
の

利
用

に
支

障
が

発
生

。
今

年
の

台
風

１
８

号
に

よ
る

航
路

埋
塞

に
よ

り
、

急
遽

、
貨

物
船

の
喫

水
調

整
が

必
要

と
な

り
、

他
港

へ
約

５
千

 
を

陸
揚

げ
し

鳥
取

ま
で

陸
送

。

年
間
経
費

８
千
万
円
以
上

堆
積
量
３
万
m
3
以
上

【
近

年
の

異
常

堆
積

】
平

成
２

３
年

台
風

１
２

号
約

６
万
㎥

平
成

２
７

年
冬

季
風

浪
約

７
万
㎥

平
成

２
９

年
台

風
１

８
号

約
７

万
㎥

台
風

２
１

号
約

８
万
㎥

H
2

9
災

害
計

約
１

５
万
㎥

県
内

の
み

な
ら

ず
近

県
か

ら
集

め
た

原
木

を
鳥

取
港

を
利

用
し

て
中

国
へ

輸
出

。
平

成
２

８
年

約
９

千
ト

ン

平
成

２
９

年
約

８
千

ト
ン

【
原

木
輸

出
】

地
元

企
業

に
よ

る
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

ボ
イ

ラ
ー

燃
料

用
P

K
S
の

輸
入

を
開

始
（
就

労
誘

発
効

果
６

３
名

）

平
成

２
８

年
約

３
万

t

平
成

２
９

年
約

３
万

t

【
P

K
S
輸

入
】

【
近

年
の

流
木

に
よ

る
泊

地
埋

塞
】

平
成

２
３

年
台

風
１

２
号

約
１

千
㎥

平
成

２
９

年
台

風
１

８
号

約
２

千
㎥

新
た

な
取

扱
貨

物

大
き

な
ロ

ス
が

発
生

【
港

口
堆

砂
対

策
】

千
代

航
路

（
メ

イ
ン

航
路

）
へ

の
砂

の
堆

積
が

毎
年

発
生

し
、

貨
物

船
の

計
画

的
な

利
用

が
困

難
で

あ
り

、
港

湾
利

用
及

び
企

業
活

動
に

支
障

が
発

生
！

台
風

１
８

号
に

よ
り

約
７

万
 

が
堆

積
水

深
－

１
０

ｍ
が

－
５

．
９

ｍ
ま

で
埋

没

台
風

２
１

号
に

よ
り

更
に

約
８

万
 

が
堆

積
水

深
－

５
．

５
ｍ

ま
で

埋
没

災
害

査
定

等
迅

速
に

対
応

い
た

だ
い

た
お

か
げ

で
、

今
年

４
月

に
航

路
復

旧
完

了
！



鳥
取

港
の

機
能

強
化

②
【

港
内

静
穏

度
の

確
保

】
港

内
の

静
穏

度
が

十
分

に
確

保
さ

れ
て

お
ら

ず
、

荷
役

作
業

に
支

障
が

生
じ

る
と

と
も

に
、

係
留

中
の

船
舶

へ
の

損
傷

が
発

生
！

西
浜

地
区

岸
壁
名

稼
働
率

１
号

９
５
．
５

２
号
北

９
４
．
５

２
号
南

９
６
．
６

３
号

９
５
．
２

現
状

の
稼

働
率

（
計

算
結

果
）

全
貨

物
の

９
４

．
７

％
を

扱
う

主
要

岸
壁

の
稼

働
率

が
９

７
．

５
％

を
満

た
し

て
い

な
い

！

３
号

２
号

北
１

号

２
号

南

【
ク

ル
ー

ズ
船

大
型

化
対

応
】

３
年

ぶ
り

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港

地
元

か
ら

引
き

続
き

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

が
望

ま
れ

る
中

、
現

状
で

は
３

万
t

級
迄

が
限

界
で

あ
り

誘
致

活
動

に
制

限
あ

り
。

第
８

防
波

堤

第
５

防
波

堤

産
業

強
化

・
観

光
振

興
拠

点
鳥

取
港

の
【

静
穏

度
対

策
】

【
航

路
埋

そ
く

対
策

】
に

よ
る

ス
ト

ッ
ク

効
果

の
最

大
化

！

岸
壁

で
の

「
お

も
て

な
し

」

H2
9.

10
.1

6 
寄

港
「
ぱ

し
ふ

ぃ
っ

く
び

ぃ
な

す
」

港
内

の
う

ね
り

に
よ

る
西

浜
地

区
に

係
留

中
の

沖
合

底
引

き
船

の
動

揺
状

況
（

H
2

9
.1

0
.2

3
）

岸
壁
へ
の
衝
突
に
よ
り
船
舶
が
損
傷

（撮
影
中
に
も
係
留
索
が
破
断
）

高
さ

１
ｍ

以
上

の
動

揺

平
成

２
９

年
台

風
２

１
号

通
過

後
の

吹
き

返
し

に
よ

る
港

内
防

波
堤

の
越

波
状

況

第
８

防
波

堤
の

越
波

状
況

第
５

防
波

堤
の

越
波

状
況

西
浜
地
区
へ
の
波
の
入
射
状
況

波
向
き

西
浜

地
区

に
波

高
２

ｍ
以

上
の

波
が

入
射

地
元

伝
統

芸
能

「
傘

踊
り

」



「
か

に
っ

こ
館

」
26

万
人

/年
（
カ

ニ
が

主
役

の
水

族
館

）

コ
ン

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

導
入

に
よ

る
民

間
活

力
を

活
用

し
た

、
ビ

ジ
ネ

ス
機

会
、

賑
わ

い
づ

く
り

、
空

港
の

効
率

的
な

管
理

運
営

を
検

討
。

鳥
取
港
&
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港

ツ
イ
ン
ポ
ー
ト
化
に
よ
る
新
た
な
観
光
・
交
流
拠
点
の
創
出

鳥
取

港

鳥
取

大
砂

丘

「
砂

の
美

術
館

」
45

万
人

/年
（
全

天
候

型
砂

像
美

術
館

）

年
間

１
３

０
万

人
が

来
訪

隣
接

す
る

「
鳥

取
港

（
マ

リ
ン

ピ
ア

賀
露

）
」
と

「
鳥

取
砂

丘
コ

ナ
ン

空
港

」
を

核
と

し
た

エ
リ

ア
一

帯
で

の
周

遊
性

の
向

上
、

賑
わ

い
の

創
出

に
よ

り
、

消
費

拡
大

と
地

域
経

済
の

好
循

環
を

加
速

す
る

。

新
た

な
観

光
・

交
流

拠
点

搭
乗

者
３

８
万

人

鳥
取

砂
丘

コ
ナ

ン
空

港
「
か

ろ
い

ち
」
50

万
人

/年
（
海

産
物

市
場

）

「
わ

っ
た

い
な

」
85

万
人

/年
（
農

産
物

直
売

所
）

マ
リ
ン
ピ
ア
賀
露

年
間
１
０
０
万
人
以
上
来
訪

【
繋

が
る

高
規

格
道

路
（
人

流
・
物

流
圏

域
の

拡
大

）
】

【
ポ

ケ
モ

ン
Ｇ

Ｏ
】
鳥

取
砂

丘
イ

ベ
ン

ト
（
３

日
間

で
約

９
万

人
参

加
）

空
の
駅
化

空
港
ビ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

(H
30
.7
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
)

連
絡
道
路

H
30
.3
.1
0
供
用
開
始


